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　平成 29 年度については、百舌鳥・古市古墳群の世界文化
遺産登録に向けた取り組み、LIC ウェルネスゾーンの活用と
はびきのウェルネス事業の拡充、認定こども園「こども未来
館たかわし」の整備、小学校体育館天井等の耐震化工事、
中学校普通教室へのエアコン設置、市民プールの整備など、

「魅力」「安心」「未来」という３つのキーワードに重点を置い
た予算編成としています。

　第１回定例市議会で可決承認いただいた、平成 29 年度の当初
予算は、下表のとおりです。

●一般会計…福祉、教育、道路・公園整備などの一般的な事業を実施
　するための予算で、羽曳野市の事業の大部分を占めています。
●特別会計…一般会計とは区別し、特定の事業ごとに経理する予算で、
　羽曳野市には 7 つの特別会計があります。

会 計 名 29 年度 28 年度  伸び率
（％）

　一　般　会　計 394 億 4,937万円 396 億 643 万円 -0.4 

特 

別 

会 

計

国民健康保険特別会計 169 億 5,723 万円 178 億2,784 万円 -4.9 
と畜場特別会計 6,024 万円 5,931万円 1.6 
財産区特別会計 17 億 724 万円 17 億 5,198 万円 -2.6 
公共下水道特別会計 49 億 5,708 万円 50 億6,622 万円 -2.2 
介護保険特別会計 108 億6,684 万円 101億4,243 万円 7.1 
土地取得特別会計 2 億 445 万円 8 億 9,131万円 -77.1 
後期高齢者医療特別会計 16 億1,694 万円 14 億 9,597万円 8.1 

　水 道 事 業 会 計 39 億 7,192 万円 36 億 918 万円 10.1 
総　　額 797 億 9,129万円 804 億5,068 万円 -0.8 

キーワードは「魅力」「安心」「未来」

＜主なハード事業＞
小中学校体育館整備事業（28 年度からの繰越事業を含む）1億 909万円
　災害時に避難所となる小中学校の体育館の安全性を高めるため、引き続
き計画的に照明や天井等の非構造部材の耐震化に取り組みます。平成 29
年度は、白鳥小学校、古市南小学校、丹比小学校において工事を進める
とともに、高鷲中学校、峰塚中学校の実施設計を行います。

小中学校空調設備設置事業（28 年度からの繰越事業を含む）　5 億158 万円
　小・中学校における、快適な学習環境の確保を目的とした、全普通教室
への空調設備の設置を行います。平成 29 年度は中学校の工事完了に向け
て整備を進めるとともに、小学校については実施設計を行い、平成 31年
度での完了を目指し計画的に事業を行っていきます。

こども未来館たかわし及び地域グラウンド整備事業　5 億 4,290 万円
　就学前児童に対して英語や体操等の課外教室をはじめとした特色あるプ
ログラムを実施し、新しい形の教育・保育を提供する、認定こども園「こど
も未来館たかわし」を平成 30 年 4 月からの本格稼働に向けて整備します。
また、隣接したグラウンドは、防災拠点と地域住民の交流の場とを兼ね備
えた地域グラウンドとして整備します。

市民プール整備事業　　　　　　　　　　　　　　2 億 9,442 万円
　中央スポーツ公園の拡張にあわせて市民プールを整備し、新たな健康づ
くりの場、賑わいの場を創出します。また、隣接する義務教育学校の開校
後においては、学校のプール授業にも活用し、施設の有効利用を図ります。

道路整備事業　  　　　　　　　　　　　　　　　 1億 8,931万円
　駅周辺における交通混雑の解消と安全確保のため、都市計画道路恵我
之荘駅前南側線の歩道整備に向けて、大阪府と連携し、境界確定および
用地測量を実施します。あわせて駅前南側広場整備のための基本設計にも
取り組みます。また、老朽化が進む道路ストックについては、順次舗装工
事等を進めるほか、全橋梁に係る５年毎の法定点検を実施します。

公共下水道事業　　　　　　　　　　　　　　　  12 億 6,293 万円
　公共下水道事業においては、衛生的で快適な生活環境を確保するため、
汚水整備にあっては整備率 84％をめざし今池・大井処理区で約 8ha の整
備を推進するとともに、雨水整備については、浸水被害の状況の調査を行
い事業計画を推進し、管渠の老朽化対策については、長寿命化のための
工事及び実施設計を行います。

世界文化遺産登録に向けた取り組み　　　　　　1,526 万円
　大阪府、堺市、藤井寺市と連携し、百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺
産登録に向けた取り組みをすすめます。平成 29 年度国内推薦に向け、有
識者会議や市内外・首都圏での PR 活動、LIC はびきのでの歴史シンポジ
ウムなどを開催します。また、本市の応神天皇陵古墳と堺市の仁徳天皇
陵古墳を結ぶルートに世界遺産広報用のラッピングを施したシャトルバス
の試験的運行を開始します。

LIC ウェルネスゾーンの活用
　　　　及び はびきのウェルネス事業の拡充　　 2,461万円
　「ＬＩＣウェルネスゾーン」では、市民の健康づくりと介護予防のため、
これまでと同様にさまざまな油圧式運動機器やグッズを使って介護予
防・運動プログラムを実施します。また、そのフォローアップとしての「は
びきのウェルネス事業」については、実施内容の充実を図るとともに、
新たに市西部地域においても教室を開設し、段階的に各地域へと事業を
展開させていきます。

空家等対策事業　　　  　　　　　　　　　　　　 639 万円
　老朽化による危険性、ゴミの不法投棄や雑草の繁茂による衛生・景観
の悪化等、市内でも増加傾向にある空家の問題に対応するため、平成
２８年度に実施している「空家実態調査」の結果を踏まえた「空家等対
策計画」を策定し、地域の生活環境の保全や安全対策、空家等の活用
による地域の活性化を図ります。

防災意識の高揚と地域防災力の向上、災害時支援　1,767万円
　市民一人ひとりの防災意識の高揚と、地域防災力の向上を図るため、
中学校区を単位とした防災講演会を順次開催します。また災害時要援護
者支援台帳システムを更新し、災害時における消防等関係機関とのスム
ーズな連携強化と普段からの地域の支援者による要援護者への訪問活
動等の活性化を進め、いざという時に迅速かつ的確な支援が行えるよう
体制の強化を図ります。その他災害にかかる緊急情報の周知等を行う、
同報系防災行政無線のデジタル化について、平成 31年度整備完了に向
けた実施設計に取り組みます。

（仮称）児童養護施設退所児童進学応援奨学金　　  120 万円
　ダルビッシュ有子ども福祉基金を活用し、児童養護施設を退所後に進
学する子どもたちを対象とした奨学金制度を創設します。

＜主なソフト事業＞

※平成 29 年度予算書は、ウェブサイトまたは情報公開コーナー
（市役所本館1階）にてご覧になれます。

平 成
29 年 度 予 算

総　　額：797億9,129万円
一般会計：394億4,937万円

※平成 29 年度予算書は、ウェブサイトまたは情報公開コーナー
 （市役所本館1階）にてご覧になれます。
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■一般会計歳入の内訳■ ■一般会計歳出の内訳■

　下表のとおり職員を募集します。詳しくは、5 月15 日㈪から羽曳野市ウェブサイ
トに掲載する「職員採用試験実施案内」をご覧ください。ウェブサイトの閲覧がで
きない方は、市役所および支所で案内を配布しますのでご利用ください。案内を郵
便で請求する場合は、下記案内請求先あての封筒（大きさは問いません）に「職員採
用試験実施案内請求」と朱書し、必ず返信用封筒（あて先に請求者の郵便番号、住所、
氏名を明記し140 円切手を貼った封筒（角形２号封筒〔33cm ×24cm 程度〕））を同
封して郵送してください。
●案内請求先　〒 583-8585 羽曳野市誉田 4-1-1羽曳野市役所市長公室人事課

職 種 区 分 採用予定
人員 年 齢 要 件 受　験　資　格

技術職
（土木） 上級 2 人程度

昭 和 57 年 ４
月２日以降に
生まれた人

以下の要件のいずれかを満たす人
①１級土木施工管理技士資格または２級土木施工管理技士資格を有しているか、
　平成 30 年３月 31 日までに取得見込みの人で、大学卒業程度の学力を有する人
②技術士（※）または技術士補（※）の資格を有しているか、平成 30 年 3 月 31 日
　までに取得見込みの人で、大学卒業程度の学力を有する人
　※建設部門または上下水道部門に限る

～あなたの魅力をまちの魅力に～

[ 案内配布場所 ] 市役所３階人事課および支所
[ 案内配布期間 ] ５月15日㈪ ～ 6 月 9 日㈮ 9:00～17:30
[ 郵送受付期間 ] ５月15日㈪ ～ 6 月 7 日㈬（同日消印有効）
[ 持参受付期間 ] ５月15日㈪ ～ 6 月 9 日㈮ 9:30～17:30
[ 試 験 日 ] 6月25日㈰（1 次試験）

※ 試験の内容については一切お答えできません。
※ ２次試験日程は、１次試験合格者にお知らせ
　します。
※ 土・日・祝日の案内配布および持参受付は行って
　いません。

○地方公務員法第 16 条に規定する欠格条項に該当しない人
○自力で通勤が可能で、職務遂行能力について介護者を必要としない人
○活字印刷文による出題に対応できる人

（受験できる人）

＜問合せ＞ 人事課 ☎ 072-958-1111  内線 3421・3432

歳　入
394億4,937万円

歳出（目的別）
394億4,937万円

[ 問合せ ] 財政課 ☎ 072-958-1111 内線 3562

羽曳野市職員
募 集

副市長の就任（4 月1日付け）

　市議会は樽
たる

井
い

市
いち

治
じ

氏の副市長の選任に同意。
4 月1日付けで羽曳野市副市長に就任しました。
　また、3 月 31日をもって、酒井伸一郎副市長
は退任し、大阪府へ帰任しました。

市税
124 億 7,500 万円
　　　　   （31.6％）

民生費
209 億 6,976 万円
　　　　　（53.2％）

公債費
42 億 7,800 万円
          （10.8％）

総務費
 33 億 8,787 万円
　     （8.6％）

教育費
31億 8,945 万円

（8.1％）

土木費
28 億 9,123 万円

（7.3％）

消防費
12 億 9,840 万円（3.3％）

その他
6 億 6,555 万円（1.7％）

衛生費
27 億 6,911万円（7.0％）

国庫支出金
78 億 7,302 万円
　　　  （20.0％）

地方交付税
72億 9,000 万円
　　　   （18.5％）

府支出金
28 億 5,075 万円

（7.2％）

諸収入
20 億1,507万円

（5.1％）

地方消費税交付金
19 億円（4.8％）

　市債
 26億2,390万円
　　　　 （6.7％）

使用料及び手数料
6 億16 万円（1.5％）

その他
18 億 2,147 万円（4.6％）

（　）内は構成比

樽井 市治 副市長

・・経歴・・
平成18 年 4 月　総務部行財政改革推進室長
平成 22 年 4 月　保険健康室長
平成 23 年 4 月　保健福祉部長
平成 25 年 4 月　市長公室長


